19世紀末から20世紀初頭におけるベトナム知識人の日本の近代化についての認識 by グェン  ティェン ルック
19世紀末から20世紀初頭におけるベトナム知識人の
日本の近代化についての認識








シリーズ ベトナムシンポジウム 2013 



















































































































































イ出版社、1995 年、121 ～ 122 頁。

































5　1同上、139 ～ 143 頁。
6　1グエン・ヴァン・フェン『グエン・ロ・チャックと遺稿』ハノイ社会科学出版社、1995 年、




　ファン・ボイ・チャウ（1867 ～ 1940 年。以下、「チャウ」）はベトナムの 19 世紀
初頭の民族運動を主導した代表的な人物である。1905 年初頭に、日本に行き、有
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